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DPCデータ分析システム「EVE」の導入病院が641病院へ
民間企業では最大級のDPC実施病院のデータを保有

～DPC実施病院における導入シェアは42.4％に～

2012年1月17日（火）
メディカル・データ・ビジョン株式会社

医療機関向け経営支援ツールの開発・提供企業であるメディカル・データ・ビジョン株式会社（本社：東京都千代田
区 代表取締役：岩崎 博之 以下、MDV）は、 MDVと株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン（本社：
東京都港区 代表取締役：渡辺幸子）との共同開発による DPCデータ分析システム「EVE」の全導入数が641病院（※1）
となり、うちDPC実施病院への導入数は614病院となりましたことをお知らせいたします（2011年12月末日現在）。

これにより、全DPC実施病院1,449病院に対する「EVE」の導入シェアが42.4％となり（※2）、民間企業の商品としては
最大級のDPC実施病院のデータを保有することとなりました。
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DPC実施病院（1,449病院）における
地方別「EVE」導入シェア率（※3）

＜「EVE」について＞

「EVE」は、 E・Fファイルや様式１などのDPCデータを活用したDPC分析システムで、出来高請求とDPC請求の差額分
析や患者数・在院日数・医療資源（薬剤・注射・処置・検査・画像項目別）等の各経営指標の把握が可能です。
「EVE」の最大の特徴は、他院とのベンチマーク機能を保有している点です。他院と自院を比較することで強みと弱み
を把握し、他院の良い点を取り入れた経営方針を立てることができます。

＜「EVE」のデータについて＞

「EVE」には、 E・Fファイルや様式１などの病院が厚生労働省へ提出しているものと同じDPCデータが蓄積されており
ます。当該データは、患者を特定することが出来ない仕組みとなっており、なおかつ、情報開示の際には全ての病院か
ら開示許可を取っております。

＜「EVE」の社会的役割＞

当社は、「医療の標準化・均てん化を図って医療の質を高めるため」には、まずは「病院の情報開示による医療の透
明化」と「病院の経営改善」の遂行が必要だと考えております。
「EVE」は、ベンチマークが可能な多くの病院のDPCデータが蓄積されている点で「病院の情報開示による医療の透
明化」の、DPCデータを活用して様々な指標分析ができる点で「病院の経営改善」の一助になるものと考えております。

「EVE」導入数推移
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※1 DPC実施病院のほか、準備病院や未実施病院への「EVE」導入数も含む
※2 「EVE」を導入しているDPC実施病院614病院÷全DPC実施病院1,449病院

※3 全DPC実施病院1,449病院に対し、
「EVE」を導入しているDPC実施病院の地方別シェア率
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■クリニカル・パス

DPCの入院期間・日当点なども表示された個々の症例のパス
により、どの行為がどの段階で行われたのか明確化。
詳細な行為の内容を確認することも可能。

■DPC別在院日数、症例数、出来高などの他院とのベンチマーク

在院日数・症例数・増減収など、多角的に他院と比較することで、
自院の改善点が明確に。

＜「EVE」機能一例＞

■医療資源投入状況

包括される医療行為を他病院と比較することにより、
自院の問題点が明確に。

■臨床指標

医療の質を維持・向上しながらの経営改善をサポートする臨
床指標機能を搭載。


